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世界的所得分配の計測：1962−2000年＊
吉　　田　　建　　夫
 （岡山大学名誉教授）　　　　　
１　はじめに
　世界の人々の間に極めて大きな所得格差が存在することは現代世界における深刻な問題のひとつで
ある。本研究の目的は，世界各国から得られる国民所得・人口・国内所得分布表の３種類のデータを
全て用いてひとつの大きな所得分布表を作成し，どの程度の大きさの所得不平等が世界的な規模にお
いて存在するのか，そしてそれはどのように変動してきたのか，を推計することである。グローバ
リゼーションと世界の経済格差に対する関心の高まりとともに，本稿のように３種類のデータから
世界的所得分布を推計しようとする研究が近年盛んになりつつあり，吉田（1990，1997），Mizoguchi 
and Yoshida（1998），Schultz（1998），Chotikapanich, Valenzuela and Rao（1997），Goesling（2001），
Milanovic（2002a，2002b），Sala-i-Martin（2002a，2002b，2006），Bourgignon and Morrisson（2002）をはじ
め多くの先行研究がある１。世界的所得分布の計測における大きな問題はデータの網羅性と質にかか
わる問題であり，所得データに関する信頼できる研究成果を取り入れた計測を行うことが重要である。
本稿の計測ではHeston, Summers and Aten（October，2002）によってペンシルヴァニア大学国際比較セ
ンターから公表されたPWT6.1と国連開発計画（UNDP）並びに国連大学世界開発経済研究所（UNU⊘
WIDER）による共同プロジェクトの成果であるWorld Income Inequality Database（WIID）V1.0（September 
2000）を用いている。PWT6.1では，世界168国について1996年を基準年とした実質GDP推計値が－国
によって期間は異なるが最長では1950年から2000年までの推計値が－与えられている。またPWT6.1
には世界開発指標（2001年版）に基づく各国の人口データが掲載されており，本稿の計測ではこの人
口データを用いている。他方，World Income Inequality Database（WIID）は，Deininger and Squire（1996）
によりコンパイルされた2593の所得分布データをプロトタイプとし，これを拡張することにより，世
界各国から5067の所得分布データを収集した所得分布の網羅的なデータベースである。
　なお，本稿と同一のデータベースに基づいて世界的所得分布の変動を論じた論文にSala-i-Martin
（2006）がある。同論文では，各国の五分位所得分布表からカーネル密度関数が推定され，それらを
集計することによって世界的所得分布が導かれている。これに対して本稿では，各国の所得分布は特
定の型－具体的には対数正規分布関数－に従うとする仮定をおき，そのもとに計測を行う。対数正規
*本稿の計測結果はすべてJSPS科研費（2000年度〜2001年度；課題番号12630032）に基づくものである。
１　1970年代，80年代の文献については，例えば吉田（1990）を参照されたい。Anand and Segal（2008）は世界的所得不
平等の計測に関する詳細なreviewとして重要である。
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分布は（所得の最上層部を除けば）現実の所得分布へのあてはまりが良いことはよく知られている。
対数正規分布の性質のひとつに，ジニ係数と平均所得が与えられると若干の変換によって対数正規分
布の二つのパラメータが求まり，したがって分布の具体的な形状が一意に定まる，という性質がある。
この性質は特に本稿のような計算にとってはひとつの利点となる。WIIDをはじめ世界的規模の所得
分布データベースに掲載されている各国の所得データには常に所得分布表が含まれているとは限らな
い。所得分布を集約した指数としてジニ係数のみが掲載されているデータも少なくない。対数正規分
布の仮定のもとでは，ジニ係数と平均所得のみを用いて背後にある所得分布を求めることができるた
め，より広い選択肢の中から所得の定義やカヴァレッジにおいてより適切と考えられるデータを選ぶ
ことができるようになる。更に実際の計算にあたっては，精密さを担保するため，本稿では独自のプ
ログラムに基づいて２，各国の累積所得分布を１ドルから30万ドルまで0.5ドル刻みで計算し，それら
を集計することにより世界的所得分布を求めている。本稿で得た世界的所得分布は，与えられたデー
タと仮定のもとでは精密な計測結果のひとつではないかと思われ，今後のより広い応用分析を視野に
入れた場合，ひとつの計測例としての意義はあるように思われる。
２　データ及び計測手法
2.1　各国の一人あたり実質所得と人口
　いうまでもなく，世界各国の所得はその国独自の通貨で測定されている。このため，異なった通貨
単位で測定される各国の所得を何等かの方法で共通単位に換算して比較可能とすることが最初に求め
られる。換算方法には為替レートによる換算と購買力平価による換算とがある。日常的には為替レー
ト換算が用いられるが，実質所得の比較という観点から見た場合，為替レート換算には多くの問題が
あることがよく知られている。このために本稿のような研究では購買力平価による換算が用いられる
のが通常である。
　購買力平価の算定は，国連統計部を中心とする国際機関の共同統計事業である国際比較プログラム
（International Comparison of Prices Program）－通称ICP－において，プログラム参加国（ベンチマーク
国）を対象として詳細な物価データに基づく購買力平価が計算されている。プログラム参加国は回を
重ねる毎に増加し1996年には115国を数えるに至ったが，世界の全ての国がカバーされ尽くされてい
るわけではない。このため，ICPの成果を利用してプログラム参加国以外の国についても購買力平価
を推計しようとする試み（所謂「簡易手法」short cut methods）がKravis, Heston and Summers（1978），
Summers and Heston（1984，1988，1991）によって継続的に行われてきた。彼等の成果はPWT（Penn 
World Table）として改訂を重ねつつ今日に至っている。本稿では2002年10月にAlan Heston, Robert 
Summers and Bettina Atenによってペンシルヴァニア大学国際比較センター（Center for International 
Comparisons at the University of Pennsylvania（CICUP））から公表されたPWT6.1（Penn World Table 
Version 6.1）を用いている。PWT6.1では，世界168国について1996年を基準年とした実質GDP推計値が，
国により期間は異なるが最長では1950年から2000年まで与えられている。しかしながら，基準年から
２　独自のFortran programを組み，倍精度計算で結果を求めている。
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遠ざかるにつれてデータが記載されている国の数は逓減の傾向にある。本稿では1970年から1996年ま
ですべての年において継続して実質所得データが記載されている115国をベースとして世界的所得分
布を計測している。またPWT6.1には世界開発指標（2001年版）に基づく各国の人口データが掲載さ
れており，本稿の計測ではこの人口データを用いている。
2.2　各国の国内所得分布データ
　世界的所得分布を計測するためには世界各国の一人あたり所得と人口に加えて国内所得分布表が
必要である。世界各国の所得分布データがデータベースの形で整備されるようになったのは1970年
代に入ってからのことである。Jain（1975）の編集にかかわる所得分布統計集の公刊を皮切りに，
United Nations（1981，1985）やGinneken and Park（1984）など世界銀行や国際連合，ILO等の国際機関
や専門家の研究プロジェクトによって幾つかの所得分布データベースが蓄積されてきた３。アジア地
域を対象とした所得分布データとしては一橋大学の研究グループを中心とするAIDA（Asian Income 
Distribution Analysis）データベースの存在も忘れることはできない（溝口・松田；1996）。しかし，な
かでも最も包括的なデータベースは国連開発計画（UNDP）と国連大学世界開発経済研究所（UNU⊘
WIDER）による共同プロジェクトの成果であるWorld Income Inequality Database（WIID）V1.0（September 
2000）であろう。このデータベースはDeininger and Squire（1996）によりコンパイルされた2593の所
得分布データをプロトタイプとし，これを拡張した版であり，世界各国から5067の所得分布データが
収集されている。本稿の計測はこのデータベースに依拠し，⑴データの質がreliableであると評価され
ていること，⑵世帯が単位であること，⑶全国土がカバーされていること，そして⑷可能な限り1996
年に近いこと，等の採択基準を設定した。本稿では計測期間のほぼ全期間を通じてPWT6.1に所得デー
タが掲載されている115国を計測の対象としているが，上記採択基準に従って所得分布を採択できた
のは世界84国である。所得分布が入手不可能であった残り31国については何等かの仮想的な所得分布
で代用せざるを得ない。本稿では所得分布が入手不可能な国の所得分布は世界の平均的な所得分布に
従うと想定した。
2.3　計測手法
　以上により，世界の各国について一人あたり実質所得，人口，国内所得分布表の３種類のデータが
整った。世界的所得分配の推計で通常採られる手法は，各国の所得分布を例えば十分位所得分布表に
整理したうえで，これらを所得の昇順に並べ替えることによって世界的所得分布表を作成することで
あろう。しかしながら，この手法にはひとつの難点が残されている。それは，同一国の同一所得階層
に所属する構成員は同一所得を稼得している，と仮定される点に由来する。この場合，人口が1,000
万人の国の国民はそれぞれ100万人からなる10の所得階層に分解されるのに対し，人口１億の国民は
それぞれ1,000万人からなる所得階層に分解される。特に人口の大きな国，例えば中国の国民は構成
員が各１億３千万人の均等な所得を得る10の異なる所得階層に分割されることになる。このことは世
界的所得分布の不平等が過小に推計される傾向にあることを意味する。また，このままでは世界的所
３　詳細については，例えば吉田（1996）を参照されたい。
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得分布の密度関数のグラフを正確に描くことが難しくなる。このため，例えばQuah（1996）が提唱
する世界的所得分布が二峰性分布（bimodal distribution）をなしているか否か，といった問題意識に
対して実証的な側面から応えることが難しくなる。
　このような難点を克服するひとつの手法はカーネル密度推定を用いることである。Sala-i-Martin
（2006）は各国の五分位所得分布データ毎にカーネル密度関数を推定し，その後に各国の所得分布を
aggregateする形で世界的所得分布を導出している。
　上記の難点を克服するいまひとつの手法は各国の所得分布が特定の分布形に従うとする仮定を導入
することである。本推計では，そのような代替的な手法のひとつとして，各国の所得分布は対数正規
分布に従うとする仮定を採用した４。対数正規分布は所得階層の最上層部を除けば現実の所得分布に
よくあてはまることが広く知られている。所得が対数正規分布に従うと仮定すれば，ジニ係数は所得
の対数分散の関数となる［Aitchison and Brown（1957）］。従って，世界各国についてジニ係数と平均
所得の情報が与えられれば，そこから世界各国の所得分布がそれぞれ一意に求まるから，これらを集
計して世界全体の所得分布を求めることができる。
　このことは数学的には次のように説明される。  国からなる世界を想定し，世界共通単位で表示さ
れた第  国  の一人あたり所得を  ，世界人口に占める人口比率を  ，そして所得分布関
数を ，第１次モーメント分布関数を  という記号を用いて表すとしよう。
世界的所得分布の分布関数  と第１次モーメント分布関数  は
 （１）
 （２）
によって求められる。ここで  は世界総所得に占める第  国の所得比率であり，
と定義される。
　  が平均 ，分散  の対数正規分布に従うならば，  は
 （３）
と表される。ここで  は正規分布関数を表している。所得が対数正規分布に従うとき，平
均所得  は
４　同様の仮定のもとに比較的少数の所得分布データから世界的所得分布の不平等度を推計した先駆的な論文に
Chotikapanich, Valenzuela, and Rao（1997）がある。
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 （４）
となる。（４）を用いて  を書き改めると
 （５）
と表される。
　第  国のローレンツ曲線は横軸に  を縦軸に  をとって  を媒介変数として表示される曲
線であり，ジニ係数  はこのローレンツ曲線と45度線とが囲む半月形の面積の二倍として表現され
る。所得が対数正規分布に従うならば，第  国のジニ係数  は 
によって表されるが，ここで
が成立することに注意すると５， は
 （６）
と書き改めることができる。すべての  について平均所得  とジニ係数 が与えられると，（４）と
（６）から  と  がそれぞれ
５　Aitchison and Brown（COROLLARY 2.2b; 1957, p.11）を参照のこと。
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のように求められるから，  と  がそれぞれ定まることとなる。なお  は  の逆関数である。
　このようにして求められた  を（１）（２）に代入することにより世界的所得
分布を求めることができる。実際の計算においては独自のFortran programを作成し， ドルから
 万ドルまで0.5ドル刻みで  を求めたうえで世界的所得分布を推計して
いる６。なお計算はすべて倍精度で行っている。
３　計測結果
3.1　中国を含む115国をベースとした世界的所得分布の推移：1962 ― 2000年
　PWT6.1では基準年である1996年においては最多の168国についての所得と人口データが提供されて
いるが，基準年から遠ざかるにつれてデータが記載されている国の数は逓減の傾向にある。本稿では
1970年から1996年まで継続して所得データが得られる115国をベースとして，計測期間を1962年から
2000年まで拡張し，世界的所得分布を計測している。ベンチマーク国としてICPに参加実績のあるハ
ンガリーとポーランドそしてルーマニアを例外として，東欧諸国や旧ソ連邦に所属していた国々につ
いてデータが掲載されているのは1992年以降であるため，ここで計測対象とした115国はその大部分
が市場経済諸国から構成されている。なお，中国はこの115国に含まれている。計測対象とした期間
は1962年から2000年までである。ただし，ハンガリーとドイツについては1969年以前の，ハイチにつ
いては1966年以前のデータが掲載されていないため，1962年から66年まではこれらの国を除いた112
国，67年から69年までは113国を計測の対象とした。他方，1997年以降についても，データが掲載さ
れている国の数は年を追って逐次逓減の傾向にある。このため，97年は111国，98年は110国，99年は
107国，そして2000年は101国を計測の対象としている７。
　図１は横軸に所得の対数値をとって描いた世界的所得分布の推移である。この図から次のような特
徴を読み取ることができる。第一に，世界経済の成長を反映して密度関数のグラフは逐次右方向に移
動していることである。第二に，1960年代から1980年代を通じて，世界的所得分布の分布形は明瞭な
二峰性分布（bimodal distribution）をなしていたことである。このことは，開発途上国群と高所得国
群の二つのグループへの世界的所得分布における二極分解を示唆するものであるといえよう。このよ
うな二峰性は1990年代初頭の世界的所得分布にも明瞭に観察される。第三に，1990年代初頭までは明
瞭に観察された世界的所得分布の二峰分布性は，1990年代前半には消滅の方向に向かったことである。
６　言い換えれば，本稿の世界的所得分布表はそれぞれ60万の所得階層から構成されている。
７　具体的には，Angola, Cyprus, Singapore, Sierra Leoneの４国については1997年以降，Congo, Dem. Repについては1998
年以降，Central African Republic, Haiti, Taiwanの３国については1999年以降，そして，Botswana, Fiji, Guyana, Mauritania, 
Nambia, Papua New Guineaの６国については2000年のデータがPWT 6.1に未掲載のまま残されている。
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1996年と2000年の分布はともに１万ドルの右方に小さな膨らみのなごりを持たせたような形状となっ
ている。
　世界的所得分布の代表値の推移は本論文末の表１にまとめられている。図２は，平均所得，中央
値，及び（大域的な）最頻値の推移を図示したものである。世界的所得分布の平均所得は⑴1962年か
ら1973年までは3.6％の年平均複利成長率で高度成長を遂げたが，⑵第一次石油危機のあった1973年
以降75年にかけては成長が急減速し若干のマイナス成長，⑶1975年から79年までは年率2.7％と60年
代に次ぐ高度成長を回復したものの，⑷第二次石油ショック直後の1980年から82年にかけて再び一時
的にマイナス成長を実現，その後⑸1982年から2000年にかけては年率2.1％の率で持続的に成長を続
けている。
　一方，中央値は平均値とは異なる動きをしている。中央値は⑴1962年から1973年までは年平均成
長率2.4％と平均所得成長率を1.2％下回る率で成長し，⑵1982年以降2000年までは平均所得成長率を
1.4％上回る年率3.5％で持続的に成長した。この結果，図２（b）のように，中央値の対平均所得比率は
1963年の32％から1973年の28％まで継続的に下落したが，1980年代に入って反転し，以降は持続的に
上昇を続けた。2000年の中央値は平均所得の40％近く－38％－にまで達している。最頻値についても，
中央値とほぼ同じような推移を辿っているのを読みとることができる。以上に見られるような中央値
及び（大域的な）最頻値の対平均所得比率の推移は，この間における世界的所得分布の不平等度の推
移－すなわち，1960年代から70年代半ばにかけての不平等度の悪化と1980年代以降の改善，とりわけ
1990年代における不平等度の大きな低下傾向－を示唆するものである。
　表２は1962年から2000年までの各年の20分位所得分布表であり，図３はこの20分位所得分布表から
作成したローレンツ曲線の推移である。これらの表と図から次のような傾向を読み取ることができよ
図１　世界的所得分布の推移：1962 ― 2000年（中国を含む115国）
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う。即ち，⑴1962年から1980年にかけてローレンツ曲線は45度線（完全平等線）から見て外側方向へ
移動したことが認められるが，その程度はごく僅かに過ぎないこと（図３左パネル参照）；⑵1980年
から2000年にかけてはローレンツ曲線の移動の方向は反転し，内側方向への移動が認められること（図
３右パネル参照）；⑶特に1990年から1996年の間にかけての内側への移動が大幅であること；しかし
ながら⑷計測期間を通じて最下位所得階層と最上位所得階層の所得シェアには目立った変動がなく，
ローレンツ曲線の両端部のみに注目する限り移動の痕跡がほとんど見受けられないこと，である。
　以上のような示唆は代表的な不平等度尺度であるジニ係数とタイル係数の何れの尺度による計測結
果によっても支持される。表１は1962年から2000年の各年について計測されたジニ係数とタイル係数
の計測結果を示しており，図４はそれぞれの推移をグラフに表したものである。これらの表とグラフ
から，1960年代から70年代を通じての緩やかな不平等度の上昇と1980年代の緩やかな下落，そして
1990年代の（それまでとの比較における）急激な下落傾向を読み取ることができる。より詳細に見る
と，ジニ係数は1962年には0.669であったが，以後若干の増減を繰り返しながら微増を続け，1979年
には0.687と計測期間中最も高い値を記録した。このような傾向は1980年代以降は反転し，ジニ係数
値は1989年には0.675，そして2000年には0.643へと低下した。2000年のジニ係数値は最も値の高かっ
た1979年と比較すると，0.044ポイント下落している。またタイル係数もジニ係数と同様の傾向を示
している。すなわち，タイル係数値は1962年の0.859から1979年の0.909まで上昇した後，1980年代以
降は低下傾向に転じ，2000年には0.799にまで低下した。2000年のタイル係数値は最大値を記録した
1979年に比べて0.11ポイントの下落を示している。何れの尺度によっても，1980年代よりも1990年代
における不平等度低下傾向が著しいことが特徴である。
　しかしながらここで注意すべきことは，すでに触れたように，計測期間を通じて最下位所得階層と
最上位所得階層の所得シェアには目立った変動がなく，ローレンツ曲線の両端部に注目する限りは移
動が見受けられないこと，である。このことは，所得階層の最上部または最下部の所得シェアの変動
図２（a）世界的所得分布の平均値，中央値，最頻値の推移と（b）中央値及び最頻値の対平均所得比率の推移：1962 ―
2000年（中国を含む115国）
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に大きなウエイトをおいた不平等度尺度にあっては必ずしもジニ係数やタイル係数と同様の傾向が示
されない可能性が残されていることを示唆している。したがって，他の不平等度尺度を用いた場合に
はどのような結果が得られるかをも合わせて検証しておくことが必要であろう。
　このような目的のためにはCowell and Kuga（1981a，1981b）によって提唱された「一般化されたエ
ントロピー尺度」（以下ではGEMと略記したい）のようなパラメータ化された不平等度尺度関数族に
よって上記の計測結果を補足しておくことが望ましいであろう。表３は1962年から2000年の各年に
ついてそれぞれパラメータ  の値を−2から2まで0.5刻みで計測したGEMによる計測結果であり，図
５はそれぞれの推移をグラフにまとめたものである。なお，パラメータ  の値をゼロとしたときの
GEMはタイル尺度に対応する。また，  としたときのGEMは相対対数偏差（Mean Logarithmic 
Deviation）に対応する。
　これらの図と表から，  の値を変化させてゆくにつれて，GEMの意味での不平等の変動傾向が少し
ずつ変化してゆくことを読み取ることができる。最初に  としたときには，GEM値は1960年代
から70年代にかけて上昇ののち，1980年代前半に大きく下落し，以降緩やかな不平等度低下傾向にあ
る，とする「逆Ｕ字」型の計測結果が得られる（図５）。ほぼ同様の計測結果はおおむね  
の範囲にわたって得られるが，  を増加させてゆくにつれ，80年代よりもむしろ90年代のほうがよ
り不平等下落傾向が大きいとする結果が引き出されるようになる（図５）。  としたときには，
1980年代を通じて不平等はほとんど不変であり，不平等の下落はもっぱら1990年代前半に集中してい
る，とする結論が得られる（図５）。ただし，このような相違は見られるものの，  の値の如何を問わず，
1990年代後半の不平等度が1980年前後の数年間との比較においてより低下したとする判断が下される
ことには変わりはなさそうである。
図３　世界的所得分布のローレンツ曲線（中国を含む115国）
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3.2　中国を除く114国をベースとした世界的所得分布の推移：1962 ― 2000年
　以上のようにして，われわれは世界115国を網羅して作成された世界的所得分布の不平等の推移を
考察した。用いられる不平等度尺度によって必ずしも同一の結論が得られるとは限らないものの，世
界的所得分布の不平等は概ね⑴1960年代から70年代末までは緩やかな上昇傾向にあったが，⑵1980年
代から90年代を通じて減少傾向に転じた，とする結果が得られた。そして，本稿で用いられたどの尺
度によっても，1990年代後半における所得分布の不平等度はそれまでもっとも不平等度が大きかった
1980年前後と比べると確実に低下した，とする結果が引き出された。
図４　ジニ係数とタイル係数の推移：1962 ― 2000年（中国を含む115国）
図５　一般化されたエントロピー類（GEM）の推移：1962 ― 2000年（中国を含む115国）
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　ところで，中国は世界人口のほぼ五分の一を占めており，しかも近年目覚しい経済成長を遂げてい
ることは周知のとおりである。このような中国の存在は近年の世界的所得分布の変動に少なからぬ影
響を及ぼしていると考えられる。本節では，サンプルから中国を除いたうえで再度世界的所得分布の
推移を計測したとき，前節の結論がどのように修正を受けるのかを考察する。それにより中国の所得
分布が世界的所得分布の変動に影響を及ぼしていることを明らかにしよう。
　最初に，サンプルから中国を除いた場合の世界的所得分布の密度関数の推移（図６）からみておこ
う。中国を含めた世界的所得分布の推移に関する前節の分析では，1990年代前半に世界的所得分布の
図６　世界的所得分布の推移：1970 ― 2000年（中国を除く114国）
図７　ジニ係数とタイル係数の推移：1962 ― 2000年（中国を除く114国）
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二峰分布性が消滅の方向に向かったことが確認されたのに対し，サンプルから中国を除いた図６では，
1990年代後半においても世界的所得分布には明瞭な二峰分布性が残されていることが確認される。こ
のことは，世界的所得分布の二峰性の解消において中国の経済成長が大きな役割を果たしていること
を示唆している。
　サンプルから中国を除いた場合の世界的所得分布の代表値の推移が表４にまとめられている。図７
図９　世界的所得分布のローレンツ曲線の推移（中国を除く114国）
図８　一般化されたエントロピー類（GEM）の推移：1962 ― 2000年（中国を除く114国）
（a）βが負の場合 （b）βが正の場合
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はこのうちジニ係数とタイル係数の推移をグラフに表したものである。中国を含む115国を網羅した
前節の分析では，1960年代から70年代を通じての緩やかな不平等度の上昇と1980年代の緩やかな下落，
そして1990年代の（それまでとの比較における）急激な下落傾向が見られたのに対して，サンプルか
ら中国を除いた図７では1980年代以降も不平等の持続的な上昇傾向が続いていることが読み取れる。
さらに，表６と図８が示すように，GEMにおいて  の値を（  の範囲で）どのように設定
しても，ジニ係数やタイル係数と同様な不平等の持続的拡大傾向を読み取ることができる。このよう
な不平等の持続的な拡大は図９に描かれたローレンツ曲線図の推移によっても支持される８。以上の
計測結果は，1980年代以降の世界的所得分布の不平等の低下傾向において中国の経済発展による影響
が大きいことを示唆するものである。
４　結　　語
　本研究の目的は，世界各国の国内一人当たり所得・人口・国内所得分布表の３種類のデータを全て
用いてひとつの大きな所得分布表を作成し，世界的な規模においてどの程度の大きさの所得不平等が
存在するのか，そしてそれが近年どのように推移してきたのかを明らかにすることである。本稿で
は，世界各国の国内総生産データとしてA. Heston, R. Summers and B. AtenによるPenn World Table V6.1
を，そして各国の国内所得分布データとしては国連開発大学（UNDP）と国連大学世界開発経済研究
所（UNU⊘WIDER）によるWorld Income Inequality Database（WIID）V1.0を用いて，長期にわたって
所得データが記載されている世界の115国・地域を統合して世界的所得分布表を作成し，1960年代以
降2000年に至るまでの世界的規模でみた所得不平等の推移を計測した。中国を含む115国を対象とし
た計測結果によれば，1960年代と1970年代には世界的所得不平等はやや悪化の傾向にあったが，以降
は逆転して1980年代,とりわけ1990年代には不平等は低下傾向にあることが見出された。しかしなが
ら，サンプルから中国を除いた114国を対象とした場合には，世界的所得不平等は40年にわたる計測
期間を通じて上昇傾向にあるとする結論が得られる。このことは，近年の世界的所得分布の不平等低
下傾向が中国の急速な経済発展の反映であることを示唆している。
８　本稿末の表５に中国を除いた世界的所得分布の20分位表をまとめておいた。
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表１　世界的所得分布の代表値の推移：1962 ― 2000年（中国を含む115国）
年 平均値（1） 中央値（2） 最頻値（₃） （2）÷（1） （₃）÷（1） ジニ係数値 タイル係数値
1962 3131 997  727 0.32 0.23 0.669 0.859 
1963 3231 1029  756 0.32 0.23 0.669 0.858 
1964 3376 1075  788 0.32 0.23 0.668 0.858 
1965 3478 1082  776 0.31 0.22 0.672 0.869 
1966 3580 1087  770 0.30 0.22 0.675 0.880 
1967 3640 1095  790 0.30 0.22 0.677 0.886 
1968 3766 1107  808 0.29 0.22 0.682 0.899 
1969 3919 1176  870 0.30 0.22 0.679 0.890 
1970 4210 1249  879 0.30 0.21 0.676 0.870 
1971 4285 1262  883 0.29 0.21 0.677 0.875 
1972 4428 1266  872 0.29 0.20 0.681 0.887 
1973 4612 1288  877 0.28 0.19 0.684 0.898 
1974 4604 1284  868 0.28 0.19 0.684 0.898 
1975 4558 1321  914 0.29 0.20 0.680 0.884 
1976 4710 1330  912 0.28 0.19 0.684 0.897 
1977 4820 1371  949 0.28 0.20 0.684 0.899 
1978 4937 1394  972 0.28 0.20 0.686 0.907 
1979 5074 1416  955 0.28 0.19 0.687 0.909 
1980 5095 1453 1004 0.29 0.20 0.684 0.904 
1981 5125 1496 1038 0.29 0.20 0.682 0.897 
1982 5088 1544 1074 0.30 0.21 0.675 0.876 
1983 5172 1600 1129 0.31 0.22 0.673 0.871 
1984 5352 1669 1179 0.31 0.22 0.673 0.873 
1985 5448 1699 1211 0.31 0.22 0.673 0.877 
1986 5562 1768 1269 0.32 0.23 0.671 0.869 
1987 5704 1824 1318 0.32 0.23 0.670 0.868 
1988 5851 1875 1386 0.32 0.24 0.671 0.873 
1989 5936 1883 1421 0.32 0.24 0.675 0.885 
1990 6021 1941 1471 0.32 0.24 0.672 0.878 
1991 6067 2004 1506 0.33 0.25 0.667 0.863 
1992 6172 2090 1573 0.34 0.26 0.663 0.851 
1993 6275 2195 1658 0.35 0.26 0.658 0.834 
1994 6458 2295 1748 0.36 0.27 0.656 0.828 
1995 6614 2398 1850 0.36 0.28 0.652 0.818 
1996 6775 2512 1967 0.37 0.29 0.649 0.809 
1997 6944 2582 2021 0.37 0.29 0.648 0.809 
1998 7092 2675 2112 0.38 0.30 0.645 0.801 
1999 7209 2740 2209 0.38 0.31 0.645 0.803 
2000 7461 2859 2300 0.38 0.31 0.643 0.799 
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表２　世界的所得分布の所得二十分位階層別相対所得比率（中国を含む115国）
1962 1970 1980 1990 1996 2000
所得
階級
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
 1 181 0.2 0.2 225 0.2 0.2 272 0.2 0.2 356 0.2 0.2 456 0.2 0.2 460 0.2 0.2
 2 264 0.4 0.6 327 0.3 0.5 392 0.3 0.5 527 0.4 0.6 715 0.4 0.6 745 0.4 0.6
 3 339 0.5 1.0 420 0.4 1.0 499 0.4 1.0 680 0.5 1.1 940 0.6 1.2 994 0.6 1.2
 4 413 0.6 1.6 511 0.6 1.5 604 0.5 1.5 827 0.6 1.7 1，151 0.7 1.9 1，226 0.7 1.9
 5 489 0.7 2.4 604 0.7 2.2 710 0.6 2.1 975 0.7 2.4 1，360 0.9 2.8 1，453 0.9 2.8
 6 568 0.8 3.2 703 0.8 2.9 823 0.8 2.9 1，129 0.9 3.3 1，575 1.0 3.9 1，686 1.1 3.9
 7 654 1.0 4.2 811 0.9 3.8 947 0.9 3.8 1，296 1.0 4.3 1，805 1.2 5.1 1，932 1.2 5.1
 8 751 1.1 5.3 933 1.0 4.9 1，087 1.0 4.8 1，480 1.1 5.5 2，057 1.4 6.4 2，202 1.4 6.5
 9 862 1.3 6.6 1，075 1.2 6.1 1，252 1.1 5.9 1，691 1.3 6.8 2，341 1.5 8.0 2，506 1.6 8.0
10 997 1.5 8.1 1，249 1.4 7.4 1，453 1.3 7.2 1，941 1.5 8.3 2，675 1.8 9.7 2，859 1.8 9.8
11 1，167 1.7 9.8 1，474 1.6 9.1 1，713 1.5 8.8 2，250 1.7 10.0 3，079 2.0 11.7 3，286 2.1 11.9
12 1，397 2.0 11.8 1，786 1.9 11.0 2，073 1.8 10.6 2，653 2.0 12.1 3，594 2.3 14.1 3，825 2.4 14.3
13 1，736 2.5 14.3 2，265 2.4 13.4 2，617 2.3 12.9 3，219 2.4 14.5 4，289 2.8 16.9 4，546 2.8 17.1
14 2，286 3.2 17.5 3，083 3.1 16.5 3，525 3.0 15.9 4，089 3.0 17.5 5，296 3.4 20.2 5，582 3.4 20.4
15 3，197 4.3 21.8 4，462 4.4 20.9 5，080 4.2 20.0 5，558 3.9 21.4 6，874 4.2 24.5 7，192 4.2 24.7
16 4，536 6.1 27.9 6，392 6.4 27.3 7，427 6.1 26.1 8，054 5.6 27.0 9，426 5.7 30.1 9，806 5.6 30.3
17 6，313 8.6 36.5 8，833 9.0 36.3 10，547 8.7 34.8 11，786 8.1 35.1 13，334 7.9 38.1 13，877 7.8 38.1
18 8，808 11.9 48.4 12，169 12.3 48.6 14，849 12.3 47.2 17，112 11.9 47.0 19，150 11.3 49.4 20，013 11.2 49.3
19 13，279 17.2 65.6 18，010 17.5 66.1 22，329 17.8 65.0 26，353 17.6 64.6 29，501 16.7 66.1 30，977 16.6 66.0
20 － 34.4 100.0 － 33.9 100.0 － 35.0 100.0 － 35.4 100.0 － 33.9 100.0 － 34.0 100.0
－15－
吉　田　建　夫166
表３　世界的所得分布の一般化されたエントロピー類の推移：1962 ― 2000年（中国を含む115国）
年 GEM（－2）GEM（－1.₅）GEM（－1）GEM（－0.₅） GEM（0） GEM（0.₅） GEM（1） GEM（1.₅） GEM（2）
1962 2.112 1.248 0.921 0.819 0.859 1.061 1.559 2.775 6.071 
1963 2.117 1.250 0.922 0.819 0.858 1.059 1.554 2.760 6.022 
1964 2.089 1.241 0.919 0.818 0.858 1.059 1.554 2.758 6.004 
1965 2.091 1.250 0.928 0.827 0.869 1.075 1.583 2.825 6.185 
1966 2.122 1.268 0.940 0.838 0.880 1.090 1.610 2.879 6.316 
1967 2.187 1.292 0.952 0.845 0.886 1.095 1.614 2.879 6.296 
1968 2.320 1.341 0.976 0.860 0.899 1.111 1.636 2.920 6.382 
1969 2.255 1.315 0.962 0.850 0.890 1.097 1.610 2.854 6.180 
1970 2.321 1.333 0.963 0.842 0.870 1.057 1.521 2.628 5.517 
1971 2.325 1.338 0.968 0.846 0.875 1.064 1.533 2.655 5.584 
1972 2.394 1.369 0.985 0.859 0.887 1.079 1.557 2.700 5.688 
1973 2.445 1.393 1.000 0.870 0.898 1.093 1.579 2.744 5.786 
1974 2.433 1.390 0.999 0.870 0.898 1.093 1.580 2.747 5.801 
1975 2.344 1.350 0.976 0.854 0.884 1.077 1.556 2.703 5.709 
1976 2.437 1.387 0.996 0.867 0.897 1.093 1.583 2.762 5.861 
1977 2.416 1.379 0.993 0.867 0.899 1.099 1.599 2.803 5.976 
1978 2.473 1.400 1.003 0.874 0.907 1.112 1.624 2.861 6.129 
1979 2.421 1.389 1.001 0.875 0.909 1.115 1.630 2.872 6.149 
1980 2.362 1.363 0.988 0.868 0.904 1.111 1.625 2.868 6.154 
1981 2.290 1.333 0.973 0.858 0.897 1.105 1.620 2.864 6.152 
1982 2.176 1.284 0.945 0.838 0.876 1.078 1.572 2.760 5.878 
1983 2.136 1.264 0.934 0.831 0.871 1.074 1.570 2.759 5.874 
1984 2.105 1.251 0.929 0.829 0.873 1.082 1.592 2.818 6.046 
1985 2.123 1.257 0.932 0.832 0.877 1.087 1.603 2.844 6.109 
1986 2.068 1.232 0.918 0.823 0.869 1.080 1.594 2.829 6.078 
1987 2.057 1.226 0.915 0.821 0.868 1.079 1.593 2.827 6.067 
1988 2.084 1.233 0.919 0.824 0.873 1.087 1.607 2.854 6.114 
1989 2.136 1.255 0.931 0.835 0.885 1.104 1.638 2.919 6.275 
1990 2.097 1.237 0.921 0.827 0.878 1.096 1.624 2.888 6.183 
1991 2.061 1.214 0.905 0.813 0.863 1.075 1.587 2.806 5.972 
1992 2.057 1.199 0.892 0.802 0.851 1.060 1.565 2.768 5.887 
1993 2.018 1.173 0.873 0.786 0.834 1.039 1.532 2.706 5.749 
1994 2.069 1.177 0.869 0.781 0.828 1.031 1.519 2.681 5.689 
1995 2.040 1.161 0.858 0.771 0.818 1.018 1.497 2.633 5.561 
1996 2.031 1.148 0.847 0.762 0.809 1.007 1.481 2.606 5.500 
1997 2.040 1.148 0.846 0.761 0.809 1.007 1.483 2.612 5.514 
1998 1.878 1.099 0.826 0.750 0.801 0.999 1.473 2.593 5.463 
1999 1.890 1.099 0.825 0.751 0.803 1.006 1.490 2.635 5.576 
2000 1.956 1.110 0.825 0.748 0.799 1.000 1.479 2.612 5.515 
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表３　世界的所得分布の一般化されたエントロピー類の推移：1962 ― 2000年（中国を含む115国）
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1974 2.433 1.390 0.999 0.870 0.898 1.093 1.580 2.747 5.801 
1975 2.344 1.350 0.976 0.854 0.884 1.077 1.556 2.703 5.709 
1976 2.437 1.387 0.996 0.867 0.897 1.093 1.583 2.762 5.861 
1977 2.416 1.379 0.993 0.867 0.899 1.099 1.599 2.803 5.976 
1978 2.473 1.400 1.003 0.874 0.907 1.112 1.624 2.861 6.129 
1979 2.421 1.389 1.001 0.875 0.909 1.115 1.630 2.872 6.149 
1980 2.362 1.363 0.988 0.868 0.904 1.111 1.625 2.868 6.154 
1981 2.290 1.333 0.973 0.858 0.897 1.105 1.620 2.864 6.152 
1982 2.176 1.284 0.945 0.838 0.876 1.078 1.572 2.760 5.878 
1983 2.136 1.264 0.934 0.831 0.871 1.074 1.570 2.759 5.874 
1984 2.105 1.251 0.929 0.829 0.873 1.082 1.592 2.818 6.046 
1985 2.123 1.257 0.932 0.832 0.877 1.087 1.603 2.844 6.109 
1986 2.068 1.232 0.918 0.823 0.869 1.080 1.594 2.829 6.078 
1987 2.057 1.226 0.915 0.821 0.868 1.079 1.593 2.827 6.067 
1988 2.084 1.233 0.919 0.824 0.873 1.087 1.607 2.854 6.114 
1989 2.136 1.255 0.931 0.835 0.885 1.104 1.638 2.919 6.275 
1990 2.097 1.237 0.921 0.827 0.878 1.096 1.624 2.888 6.183 
1991 2.061 1.214 0.905 0.813 0.863 1.075 1.587 2.806 5.972 
1992 2.057 1.199 0.892 0.802 0.851 1.060 1.565 2.768 5.887 
1993 2.018 1.173 0.873 0.786 0.834 1.039 1.532 2.706 5.749 
1994 2.069 1.177 0.869 0.781 0.828 1.031 1.519 2.681 5.689 
1995 2.040 1.161 0.858 0.771 0.818 1.018 1.497 2.633 5.561 
1996 2.031 1.148 0.847 0.762 0.809 1.007 1.481 2.606 5.500 
1997 2.040 1.148 0.846 0.761 0.809 1.007 1.483 2.612 5.514 
1998 1.878 1.099 0.826 0.750 0.801 0.999 1.473 2.593 5.463 
1999 1.890 1.099 0.825 0.751 0.803 1.006 1.490 2.635 5.576 
2000 1.956 1.110 0.825 0.748 0.799 1.000 1.479 2.612 5.515 
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表４　世界的所得分布の代表値の推移：1962 ― 2000年（中国を除く114国）
年 平均値（1） 中央値（2） 最頻値（₃） （2）÷（1） （₃）÷（1） ジニ係数値 タイル係数値
1962 3991 1432 819 0.359 0.205 0.631 0.733 
1963 4121 1477 853 0.358 0.207 0.631 0.732 
1964 4299 1526 884 0.355 0.206 0.632 0.736 
1965 4421 1515 856 0.343 0.194 0.638 0.752 
1966 4556 1516 842 0.333 0.185 0.643 0.764 
1967 4646 1539 874 0.331 0.188 0.643 0.764 
1968 4839 1594 910 0.329 0.188 0.644 0.766 
1969 5034 1678 981 0.333 0.195 0.642 0.759 
1970 5383 1839 987 0.342 0.183 0.636 0.738 
1971 5489 1863 991 0.339 0.180 0.637 0.742 
1972 5681 1879 973 0.331 0.171 0.641 0.752 
1973 5922 1913 971 0.323 0.164 0.645 0.763 
1974 5914 1912 960 0.323 0.162 0.645 0.763 
1975 5838 1936 1014 0.332 0.174 0.642 0.754 
1976 6042 1975 1014 0.327 0.168 0.645 0.762 
1977 6168 2008 1055 0.326 0.171 0.646 0.767 
1978 6323 2057 1090 0.325 0.172 0.647 0.772 
1979 6464 2045 1041 0.316 0.161 0.652 0.784 
1980 6468 2050 1095 0.317 0.169 0.652 0.784 
1981 6479 2076 1126 0.320 0.174 0.651 0.783 
1982 6397 2102 1153 0.329 0.180 0.647 0.772 
1983 6471 2136 1207 0.330 0.186 0.647 0.774 
1984 6658 2158 1234 0.324 0.185 0.652 0.788 
1985 6769 2188 1271 0.323 0.188 0.653 0.792 
1986 6878 2227 1318 0.324 0.192 0.653 0.793 
1987 7020 2255 1357 0.321 0.193 0.655 0.798 
1988 7201 2307 1438 0.320 0.200 0.656 0.803 
1989 7341 2356 1504 0.321 0.205 0.657 0.807 
1990 7415 2388 1543 0.322 0.208 0.657 0.807 
1991 7402 2395 1546 0.324 0.209 0.657 0.805 
1992 7456 2422 1585 0.325 0.213 0.657 0.807 
1993 7514 2477 1642 0.330 0.218 0.656 0.804 
1994 7686 2551 1719 0.332 0.224 0.656 0.805 
1995 7826 2635 1817 0.337 0.232 0.654 0.801 
1996 7991 2750 1938 0.344 0.242 0.652 0.795 
1997 8167 2800 1980 0.343 0.242 0.653 0.798 
1998 8315 2873 2067 0.345 0.249 0.651 0.795 
1999 8426 2916 2164 0.346 0.257 0.653 0.802 
2000 8647 2976 2224 0.344 0.257 0.654 0.808 
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表５　世界的所得分布の所得二十分位階層別相対所得比率（中国を除く114国）
1962 1970 1980 1990 1996 2000
所得
階級
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
 1 281 0.2 0.2 338 0.2 0.2 365 0.2 0.2 387 0.2 0.2 361 0.1 0.1 404 0.1 0.1
 2 392 0.4 0.7 475 0.4 0.6 519 0.3 0.5 600 0.3 0.5 619 0.3 0.4 692 0.3 0.5
 3 487 0.6 1.2 593 0.5 1.1 651 0.5 1.0 784 0.5 1.0 856 0.5 0.9 958 0.5 0.9
 4 579 0.7 1.9 708 0.6 1.7 780 0.6 1.5 957 0.6 1.6 1，077 0.6 1.5 1，205 0.6 1.6
 5 674 0.8 2.7 828 0.7 2.4 915 0.7 2.2 1，131 0.7 2.3 1，295 0.7 2.3 1，445 0.8 2.3
 6 778 0.9 3.6 960 0.8 3.2 1，063 0.8 3.0 1，316 0.8 3.1 1，520 0.9 3.1 1，690 0.9 3.2
 7 895 1.0 4.6 1，111 1.0 4.2 1，232 0.9 3.8 1，519 1.0 4.0 1，763 1.0 4.2 1，952 1.1 4.3
 8 1，033 1.2 5.8 1，293 1.1 5.3 1，437 1.0 4.9 1，753 1.1 5.1 2，036 1.2 5.3 2，242 1.2 5.5
 9 1，205 1.4 7.2 1，525 1.3 6.6 1，697 1.2 6.1 2，033 1.3 6.4 2，356 1.4 6.7 2，575 1.4 6.9
10 1，432 1.6 8.9 1，839 1.6 8.2 2，050 1.4 7.5 2，388 1.5 7.9 2，750 1.6 8.3 2，976 1.6 8.5
11 1，749 2.0 10.9 2，298 1.9 10.1 2，560 1.8 9.3 2，864 1.8 9.7 3，263 1.9 10.2 3，485 1.9 10.4
12 2，217 2.5 13.3 3，006 2.4 12.5 3，340 2.3 11.5 3，553 2.1 11.8 3，979 2.3 12.4 4，179 2.2 12.6
13 2，906 3.2 16.5 4，053 3.3 15.8 4，518 3.0 14.6 4，622 2.7 14.5 5，055 2.8 15.2 5，211 2.7 15.2
14 3，831 4.2 20.7 5，410 4.4 20.1 6，140 4.1 18.6 6，287 3.6 18.2 6，726 3.6 18.9 6，870 3.5 18.7
15 4，974 5.5 26.2 7，012 5.7 25.9 8，157 5.5 24.1 8，643 5.0 23.2 9，160 4.9 23.8 9，476 4.7 23.4
16 6，361 7.1 33.3 8，904 7.4 33.3 10，593 7.2 31.4 11，656 6.8 30.0 12，347 6.7 30.5 13，050 6.5 29.8
17 8，134 9.0 42.3 11，278 9.3 42.6 13，659 9.3 40.7 15，488 9.1 39.1 16，434 8.9 39.4 17，659 8.8 38.7
18 10，675 11.7 53.9 14，626 11.9 54.5 17，963 12.1 52.8 20，838 12.1 51.2 22，165 12.0 51.4 24，085 11.9 50.6
19 15，342 15.9 69.9 20，669 16.0 70.5 25，669 16.5 69.3 30，330 16.8 68.0 32，403 16.7 68.1 35，511 16.8 67.4
20 － 30.1 100.0 － 29.5 100.0 － 30.7 100.0 － 32.0 100.0 － 31.9 100.0 － 32.6 100.0
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表５　世界的所得分布の所得二十分位階層別相対所得比率（中国を除く114国）
1962 1970 1980 1990 1996 2000
所得
階級
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
上限
境界
所得
相対
所得
比率
（％）
累積
所得
比率
（％）
 1 281 0.2 0.2 338 0.2 0.2 365 0.2 0.2 387 0.2 0.2 361 0.1 0.1 404 0.1 0.1
 2 392 0.4 0.7 475 0.4 0.6 519 0.3 0.5 600 0.3 0.5 619 0.3 0.4 692 0.3 0.5
 3 487 0.6 1.2 593 0.5 1.1 651 0.5 1.0 784 0.5 1.0 856 0.5 0.9 958 0.5 0.9
 4 579 0.7 1.9 708 0.6 1.7 780 0.6 1.5 957 0.6 1.6 1，077 0.6 1.5 1，205 0.6 1.6
 5 674 0.8 2.7 828 0.7 2.4 915 0.7 2.2 1，131 0.7 2.3 1，295 0.7 2.3 1，445 0.8 2.3
 6 778 0.9 3.6 960 0.8 3.2 1，063 0.8 3.0 1，316 0.8 3.1 1，520 0.9 3.1 1，690 0.9 3.2
 7 895 1.0 4.6 1，111 1.0 4.2 1，232 0.9 3.8 1，519 1.0 4.0 1，763 1.0 4.2 1，952 1.1 4.3
 8 1，033 1.2 5.8 1，293 1.1 5.3 1，437 1.0 4.9 1，753 1.1 5.1 2，036 1.2 5.3 2，242 1.2 5.5
 9 1，205 1.4 7.2 1，525 1.3 6.6 1，697 1.2 6.1 2，033 1.3 6.4 2，356 1.4 6.7 2，575 1.4 6.9
10 1，432 1.6 8.9 1，839 1.6 8.2 2，050 1.4 7.5 2，388 1.5 7.9 2，750 1.6 8.3 2，976 1.6 8.5
11 1，749 2.0 10.9 2，298 1.9 10.1 2，560 1.8 9.3 2，864 1.8 9.7 3，263 1.9 10.2 3，485 1.9 10.4
12 2，217 2.5 13.3 3，006 2.4 12.5 3，340 2.3 11.5 3，553 2.1 11.8 3，979 2.3 12.4 4，179 2.2 12.6
13 2，906 3.2 16.5 4，053 3.3 15.8 4，518 3.0 14.6 4，622 2.7 14.5 5，055 2.8 15.2 5，211 2.7 15.2
14 3，831 4.2 20.7 5，410 4.4 20.1 6，140 4.1 18.6 6，287 3.6 18.2 6，726 3.6 18.9 6，870 3.5 18.7
15 4，974 5.5 26.2 7，012 5.7 25.9 8，157 5.5 24.1 8，643 5.0 23.2 9，160 4.9 23.8 9，476 4.7 23.4
16 6，361 7.1 33.3 8，904 7.4 33.3 10，593 7.2 31.4 11，656 6.8 30.0 12，347 6.7 30.5 13，050 6.5 29.8
17 8，134 9.0 42.3 11，278 9.3 42.6 13，659 9.3 40.7 15，488 9.1 39.1 16，434 8.9 39.4 17，659 8.8 38.7
18 10，675 11.7 53.9 14，626 11.9 54.5 17，963 12.1 52.8 20，838 12.1 51.2 22，165 12.0 51.4 24，085 11.9 50.6
19 15，342 15.9 69.9 20，669 16.0 70.5 25，669 16.5 69.3 30，330 16.8 68.0 32，403 16.7 68.1 35，511 16.8 67.4
20 － 30.1 100.0 － 29.5 100.0 － 30.7 100.0 － 32.0 100.0 － 31.9 100.0 － 32.6 100.0
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表６　世界的所得分布の一般化されたエントロピー類の推移：1962 ― 2000年（中国を除く114国）
年 GEM（－2）GEM（－1.5）GEM（－1）GEM（－0.5）GEM（0） GEM（0.5） GEM（1） GEM（1.5） GEM（2）
1962 1.785 1.088 0.812 0.716 0.733 0.867 1.196 1.962 3.887 
1963 1.794 1.090 0.813 0.716 0.732 0.864 1.192 1.949 3.850 
1964 1.818 1.100 0.819 0.720 0.736 0.869 1.197 1.957 3.859 
1965 1.899 1.140 0.842 0.738 0.752 0.889 1.228 2.018 4.003 
1966 1.961 1.171 0.860 0.751 0.764 0.903 1.249 2.056 4.082 
1967 1.994 1.180 0.864 0.752 0.764 0.902 1.244 2.040 4.033 
1968 2.023 1.189 0.868 0.755 0.766 0.903 1.244 2.036 4.013 
1969 1.980 1.170 0.858 0.748 0.759 0.893 1.226 1.994 3.896 
1970 2.019 1.175 0.851 0.734 0.738 0.856 1.156 1.838 3.491 
1971 2.019 1.181 0.856 0.738 0.742 0.861 1.163 1.852 3.523 
1972 2.107 1.218 0.876 0.751 0.752 0.873 1.180 1.879 3.575 
1973 2.188 1.252 0.893 0.763 0.763 0.885 1.196 1.908 3.632 
1974 2.164 1.247 0.892 0.763 0.763 0.885 1.196 1.909 3.639 
1975 2.109 1.218 0.875 0.752 0.754 0.876 1.185 1.891 3.610 
1976 2.172 1.243 0.888 0.760 0.762 0.886 1.201 1.924 3.686 
1977 2.185 1.247 0.891 0.764 0.767 0.895 1.219 1.963 3.781 
1978 2.196 1.250 0.893 0.767 0.772 0.903 1.235 1.998 3.864 
1979 2.273 1.287 0.914 0.781 0.784 0.916 1.254 2.031 3.934 
1980 2.253 1.276 0.909 0.779 0.784 0.918 1.259 2.046 3.976 
1981 2.224 1.263 0.903 0.776 0.783 0.920 1.266 2.062 4.018 
1982 2.172 1.238 0.888 0.765 0.772 0.906 1.242 2.013 3.900 
1983 2.180 1.236 0.886 0.765 0.774 0.911 1.252 2.034 3.947 
1984 2.249 1.263 0.901 0.777 0.788 0.931 1.288 2.112 4.136 
1985 2.274 1.270 0.905 0.780 0.792 0.937 1.299 2.135 4.189 
1986 2.267 1.266 0.903 0.780 0.793 0.940 1.306 2.151 4.229 
1987 2.293 1.275 0.908 0.784 0.798 0.947 1.317 2.172 4.272 
1988 2.336 1.286 0.913 0.789 0.803 0.954 1.330 2.192 4.306 
1989 2.347 1.287 0.914 0.791 0.807 0.960 1.341 2.215 4.355 
1990 2.347 1.286 0.914 0.791 0.807 0.962 1.342 2.215 4.346 
1991 2.387 1.295 0.915 0.790 0.805 0.958 1.335 2.200 4.307 
1992 2.461 1.310 0.919 0.792 0.807 0.962 1.344 2.221 4.365 
1993 2.472 1.308 0.915 0.788 0.804 0.958 1.341 2.222 4.381 
1994 2.579 1.328 0.919 0.789 0.805 0.960 1.345 2.233 4.407 
1995 2.553 1.316 0.912 0.784 0.801 0.956 1.339 2.220 4.373 
1996 2.554 1.306 0.904 0.778 0.795 0.951 1.334 2.214 4.366 
1997 2.578 1.312 0.907 0.780 0.798 0.956 1.344 2.235 4.413 
1998 2.344 1.252 0.886 0.772 0.795 0.954 1.344 2.238 4.417 
1999 2.375 1.259 0.891 0.777 0.802 0.967 1.370 2.293 4.553 
2000 2.496 1.288 0.901 0.783 0.808 0.975 1.382 2.319 4.611 
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Estimating the Worldwide Income Distribution, 1962-2000
Tateo Yoshida
Abstract
　This paper examines the trends in global income inequality in the second half of the 20th century. Combining 
ⅰ GDP data from the Penn World Table（PWT Ver. 6.1）provided by A. Heston, R. Summers and B. Aten, and 
ⅱ income distribution data from the World Income Inequality Database（WIID Ver1.0）compiled by UNDP 
and UNU⊘WIDER, we estimate the worldwide distribution of real income for 115 countries from 1962 to 2000. 
Our estimation results show that the worldwide income inequality increased from 1962 to 1980 but it decreased 
during the 1980’s and 1990’s; however, if China is excluded from the sample, the worldwide inequality has 
increased continuously throughout the years. These results suggest that the rapid growth of per capita income in 
China would be a major factor accounting for the recent decline in global income inequality. 
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